




目的:発達障害の原因についての検索は種々の方面からなされているが、この中で感染免疫

学側面からのアプローチも重要な方法の一つである。何故ならば先天性胎内感染、あるい

は生後も続く中枢神経系への持続感染が発達障害の重要な要因であることが多いためであ

る。免疫学的アプローチとして血清ウイルス抗体価の測定、免疫グロブイリンの測定・尿・

髄液などからのウイルスの分離などがウイルスの感染の間接的・直接的証明方法として用

いられてきた。さらに中枢神経系へのウイルス感染の結果として脳内での免疫反応が起こ

っていることを知る方法として髄液中の免疫グロブリンの測定も重要である。前回我々は

髄液中の免疫グロブリンのうち Ig-G について検討したが、今回は Ig-G、Ig-A、Ig-M につ

いて検討したので報告する。 


